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協
会
活
動
状
況

(
特
別

の
記
載
の
な
い
も
の
は
、
す

べ
て
会
場
は
事
務
所
に
お
い
て

)

●
昭
和
五
十

四
年

二
月
六
日

(火
)

道

々
士
幌

、
然
別
湖
線
開
設
計
画

の
概
要

と

そ
の
是
否
を
問
う
環
境

調
査
の
方
法
な

ど
に

つ

い
て
、
道
土
木
部
道
路
課
、
帯
広
土
木
現
業
所

か
ら
説
明
を
聞

く
と
と
も
に
、
環
境
調
査

の
方

法

に

つ
い
て
意
見

の
交
換

を
し
た

(先

に
開
催

し
た
常
任

理
事
会

の
折
り
、
さ
ら

に
く
わ
し
く

そ

の
概
要
を
知
る
必
要
あ
り
と
し
、
希
望
し

て

開
催
さ
せ
た
説
明
会

で
あ
る
)
。

出
席
者

石
川
、
八
木

、
辻
井
、
新
妻
、
高
畑
。

●
二
月
二
十
六
日

(
月
)

常
任
理
事
会

出
席
者

石
川
、
八
木
、
宗
像
、
辻
井
、
狩
野
、

野
田
、
(
参
与

)高
畑

。

議

題

一
、
道

々
士
幌

、
然
別
湖
線

の
開
設

に
と
も
な

う
環
境

調
査

の
受
託

に

つ
い
て

五
十

四

・
五
年
度

の
ニ
カ
年

に
わ
た
る
調
査

事
業

で
あ
り
、
五
十
四
年
度

予
算
は

一
六
〇

〇

万
円

で
あ

る
。
こ
の
線
は
過

去

に
反

対
し
て
事

業

を
中
断

せ
し

め
た
経
緯
も
あ
り
、
受

託
す

べ

き
否

か
に

つ
い
て
議
論
さ
れ
た
が
、
当
協
会

の

意
議
は
学
術
的
な
環
境

調
査

を
実
施
し

、
開
発

の
是
非

に
つ
い
て
の
意
見
を
堂

々
と
発
表
す

る

こ
と

に
あ

る
は
ず

で
あ
る
。
し

か
も
、
総
合
的

な
調
査

こ
そ
然
別
湖

周
辺

に
は
必
要

で
な

い
か

と

い
う
意
見

に
発
展

し
、
受
託
す
る

こ
と

に
な

っ
た
。

二
、
五
十
三
年
度
予
算
の
収
支
見
通
し

未
収
、
未
払
を
含
め
、
大
体
過
不
足
な
し
に

年
度
末
を
迎
え
そ
う
で
あ
る
が
、
基
本
金
、
積

立
予
金
を
も
つ
余
裕
が
で
き
そ
う
も
な
い
見
通

し
で
あ
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。

●
二
月
二
十
八
日

(水
)

会
報
第
三
〇
号
を
会
員
お
よ
び
関
係
方
面
に

発
送
し
た
。

●
三
月

一
日

(木
)

当
協
会
勤
務
の
職
員
が
健
康
保
険
の
適
用
を

う
け
ら
れ
る
よ
う
社
会
保
険
加
入
申
請
書
を
、

札
幌
西
社
会
保
険
事
務
所
長
あ
て
提
出
し
た
。

●
三
月
二
日

(土
)

真
駒
内
環
境
保
全
懇
話
会
、
羊
ケ
丘
自
然
愛

好
会
々
員
と
と
も
に
、
北
海
道
議
会
文
教
林
務

委
員

・
星
野

(社
)
先
生
を
議
会
に
訪
ね
、
道

林
務
部
治
山
課
長
補
佐
を
ま
じ
え
、

「月
寒
精

進
川
の
保
健
保
全
林
整
備
」
に
関
し
て
提
出
し

て
あ
っ
た
要
望
書
に
つ
い
て
の
補
足
説
明
を
行

う
と
と
も
に
、
意
見
の
交
換
を
し
た
。
な
お
、

こ
の
件
に
つ
い
て
は
後
日
勉
強
会
を
開
催
し
、

ひ
ろ
く
会
員
に
も
周
知
す
る
必
要
性
が
感
じ
ら

れ
た
。

出
席
者

市
川
、浜
野
、高
畑
、島
田
。

σ
三
月
七
日

(水
)

綱
島

俊
氏
の
辞
任
以
来
、
久
し
く
空
席
で

あ
っ
た
事
務
局
長
に
進
藤

勉
氏
を
迎
え

(七

日
付
)
事
務
局
の
強
化
を
は
か
り
、
法
人
化
の

実
現
に
一
歩
前
進
し
た
。
氏
は
北
大
農
学
部
林

学
科
を
卒
業

(
二
十
三
年
)
以
来
、
函
館
営
林

局
道
林
務
部
、
道
立
林
業
試
験
場
と
一
貫
し
て

林
業
畑
を
歩
ん
で
来
、
六
日
付
を
も
っ
て
一
線

を
退
い
て
当
協
会
に
勤
務
し
た
方
で
あ
る
。

●
三
月
十

日

(
土
)

十

■
日

(
日
)

第

八
回
北
海
道
自
然
保
護

シ
ソ
ポ
ジ

ュ
ー

ム

が
道
自
然
保
護
団
体
連
合

主
催

の
も
と

に
、
札

幌
市
内

の
ク
リ

ス
チ

ャ
ソ

セ
ソ
タ
ー
で
開
催
さ

れ
た
が
、
加
盟
団
体

の

一
員

と
し

て
参
加

(高

畑
)

し
た
。

「
大
規
模
林
業
圏
構
想
を
考
え
る
」
と
、
「
道

環
境
影
響
評
価
条
例
及
び
施
行
規
則
」
の
二
点

を
テ
ー

マ
と
さ
れ
た
。

●
三
月

二
十
日

(
火
)

懇
談
会

日
本
生
命
ピ
ル
九
F

テ
ー

マ

採
石
と
環
境
保

護
の
諸
問
題

講

師

北
海

タ
イ

ム
ス
記
者
紺
谷
友
昭
氏

参
加
者

石
川
俊

夫
、長
谷

川
雄
七
、
赤
島
正

克
、
山
野
耕

二
、
栗
原

正
之

、鈴
木
惇
司
、
池
守
信

夫
、
小
松
昭

二
、小
笠
原
義
章

、橋
本
昭
夫
、
浅
野

勝
彦
、
神
山
桂

一
、殿

田
良
郎
、
三
木

昇
、曽

我

正
美
。

●
三
月
二
十
七

日

(火
)

本
年
度

の
事
業
計

画
ど
お
り
基
本
金
四
十
万

円
を
拓
殖
銀
行
道
庁
支
店

に
設
定
す
る

こ
と
が

で
き
、
法
人
化

へ
と
、
さ

ら
に

一
歩
前
進
し
た
。

そ
の

コ
ピ
ー
と
、
五
十
三
年
度

の
収
支
決
算
見

通

し
、
事
業
報
告
書
を
道
生
活
環
境
部
自
然
保

護
課
に
提
出

し
た
。

●
四
月
二
日

(月
)

四
月

一
日
付
を
も

っ
て
、
い
よ
い
よ
当
協

会

も
社
会
保
険
適
用

の
団
体
と
し
て
知
事
よ
り
認

可
さ
れ

た
旨
、
札
幌
西
社
会
保

険
事
務

所
長

よ

り
通
知
が
あ

っ
た
。
当
協
会
勤
務

の
職
員

は
、

そ
れ
ぞ
れ
健
康
保
険
適
用
者
と
な

っ
た
。

●
四
月
十
口

(
火
)

懇
談
会

日
本
生
命
ピ

ル
九
F

テ
ー

マ

滝
野
国
営
公
園

の
計
画
見

直
し
案

●1●



の
構
想

講

師

札
幌
開
発
建

設
部

滝
野
公
園
事

業
所
長

高

橋

沙

氏

参

加
者

石
川
俊
夫
、
狩
野

宏
、
及
川
敬

一

八
木
健

三
、
平
田
匡
宏

、
工
藤

四
郎

、市
川

正
良
、

橋
本
昌
利
、
児
玉

忠

、岡

本

↓
郎

、戸
刈
賢

二
、

神

雄
孝
、
下
平
尾

蔀

。

●
四
月
十
七
日

(火
)

常
任
理
事
会

出
席
者

石
川
俊
夫
、
八
木
健

三
、
宗
像
英
雄

辻
井
達

一
、
狩
野

宏

、新
妻

博
、
(
参
与
)
高

畑

滋
。

議

題

一
、
五
十
三
年
度

の
収
支
決
算

に
つ
い
て

二
、
五
十
四
年
度

の
収
支
予
算

に
つ
い
て

研
究
員
島

田
明
英

の
処
遇

の
件
が
問
題

に
な

っ
た
が
、
協
会
事
務
職
員

で
あ
る

よ
り
も
研
究

員

が
望

ま
し
い
の
で
、
年
契
約

の
常
勤
研
究
員

と
し
て
遇
す

べ
き

こ
と

に
決
定
し
た
。

三
、
五
十
四
年
度

の
受

託
調
査
事
業

に

つ
い
て

イ
、
自
然
生
態
系
総
合

調
査

(
知
床

)
三
〇
〇
万

円

、
鮫
島
惇

一
郎
、
大
泰
司
紀
之

氏
が
中

心
。

ロ
、
風
連
湖
野
鳥

生
息
環
境
実
態
調
査

八
五

万
円
、
三
浦

二
郎
氏
ら
が
中

心
。

ハ
、
苫
小
牧
地
域
将
来
予
測
自
然
環
境
調
査

一

八
○
万
円

、
柏
谷
博
之
氏
ら
が
中
心
。

二
、
河
川
環
境
調
査

の
う
ち
、
鳥
類
調
査

一
〇

〇
万
円

、
島

田
明
英
氏
が
中
心
。

ホ
、
道

々
士
幌
、
然
別
湖
線
環
境

調
査

一
六
〇

〇
万
円
、
石
川
俊
夫
、
八
木
健
三
、
辻
井
達

一

高
畑

滋
、
阿
部

永

、島

田
明
英

、
川
辺
百
樹

山
之
内
統
氏
ら
が
中

心
。

四
、
五
十
四
年
度
通
常
総
会
な
ど

の
日
程

に

つ

い
て

イ
、
理
事
会
は
五
月
十
九
日
(土
)午
後
二
時

ロ
、
総
会
は
五
月
二
十
六
日
(土
)午
後
三
時

な
お
、
総
会
に
先
立
ち
、
午
後

一
時
よ
り
特

別
講
演
を
開
催
す
る
。
講
師
は
会
長
に
一
任
。

五
、
定
款
の
附
則
の
第
二
項
に
あ
る
字
句
の
訂

正
に
つ
い
て

道
よ
り
の
指
示
で
あ
る
が
、

「
こ
の
法
人
の

設
立
当
初
の
事
業
年
度
は
、
…
…
設
立
許
可
の

あ
っ
た
日
か
ら
昭
和
五
十
四
年
三
月
三
十

一
日

ま
で
と
す
」
と
あ
る
が
、
法
人
化
の
遅
れ
に
と

も
な
い
認
可
が
五
十
四
年
三
月
三
十

一
日
以
降

と
な
っ
た
の
で
、
必
然
的
に
五
十
四
年
を
五
十

五
年
に
改
め
る
こ
と
に
し
た
。

●
四
月
二
十
六
口

(木
)

月
寒
精
進
川
の
保
健
保
全
林
整
備
に
関
し
て

真
駒
内
環
境
保
全
懇
話
会
、
羊
ケ
丘
自
然
愛
好

会
の
市
川
正
良
氏
、
高
畑

滋
氏
ら
と
と
も
に

八
木
副
会
長
が
札
幌
市
環
境
局
長
を
訪
れ
、
意

見
の
交
換
を
行
っ
た
。

●
四
月
二
十
八
日

(土
)

「昭
和
の
森
」

(国
有
林
、
札
幌
営
林
署
が

担
当
)
開
園
式
が
野
幌
の
現
地
に
て
開
催
さ
れ

八
木
副
会
長
が
主
席
。

●
五
月

一
日

(火
)

社
団
法
人

北
海
道
自
然
保
護
協
会
の
誕
生

一昨
年
以
来
の
懸
案
事
項
と
し
て
、
会
員
が

ひ
と
し
く
首
を
長
く
し
て
待
っ
て
い
た

「社
団

法
人
北
海
道
自
然
保
護
協
会
」
の
設
立
が
本
日

付
を
も
っ
て
北
海
道
知
事
よ
り
認
可
さ
れ
た
。

石
川
会
長
、
八
木
副
会
長
が
、
北
海
道
生
活

環
境
部
長
室
に
て
、
部
長
よ
り
認
可
通
知
書
を

受
け
た
。

●
五
月
二
口

(水
)

早
速
、
登
記
手
続
き
を

「法
務
セ
ソ
タ
i
」

の
小
座
間

田
事
務
所

に
依
頼
す
。

●
五
月
五
日

(
土
)

去
る
四
月
十
日
の
懇

談
会

の
席
上

で
問
題

に

な

っ
た
、
現
地
視
察

の
件

が
実
現
し

た
。
天
気

に
恵
ま
れ
残
雪
残
る
現
地
を
高
橋
所
長
、
小
川
、

下
平
尾
各

氏
の
案
内

で
歩
き

ま
わ

っ
た
。

参
加
者

真
駒
内

環
境
保

全
懇
話
会

よ
り
戸

刈
、
市
川
、
新
妻

、
宇
野

、
浜
野
、
吉
田
、
堀
内

の
各

氏
、羊

ケ
丘
自
然
愛
好
会

よ
り
四
十
万
谷
、

針
山
、
高
畑

、難
波

の
各

氏
、
当
協
会

よ
り
石
川

会
長
、
八
木
副
会

長
が
参

加
。

●
五
月
十
五
日

(央
)

道

々
士
幌

、
然
別
湖
線
環
境
調
査
事
業

の
受

託
に

つ
い
て

石
川
会
長

、
八
木
副
会
長

、
高
畑
参
与
が
道

自
然
保
護
団
体
連
合

に
、
そ

の
趣
旨
、
受
託

の

経
緯
な
ど
に

つ
い
て
説
明
し
、
意
見

の
交
換
を

行

っ
た
。

●
五
月
十
六

(水
)

、
十
七
日

(
木
)

「
道

々
士
幌

・
然
別
湖
線
環
境
調
査
」

の
進

め
方
な
ど

に

つ
い
て
の
現
地
打
合
会

に
出
席
す

る
と
と
も

に
、
当
該

カ
所

の
現
地
視
察
を
行

っ

た
。参

加
者

石
川
俊
夫
、
八
木
健
三
、
辻
井
達

一

阿
部

永
。

●
五
月
十
九
日

(
土
)

「
社
団
法
人

北
海
道
自
然
保

護
協
会
」

の

設
立
登
記
完
了
。
道
知
事
あ
て
、
登
記
済

の
謄

本
を
提
出
。

●
五
月
十
九
日

(
土
)

第
七
十
九
回
理
事
会

出
席
者

石
川
、
八
木
、
新
妻

、野

田
、
狩
野

、

長
谷
川
、
中
野
、大

山
、
加
藤

、門
脇

、
三
股

、
(
参

与

)
阿
部

、滝

口
、
山

口
。

議

題

一
、
五
十
三
年
度

事
業
、
収
支
決
算
報
告

二
、
五
十
四
年
度

事
業
、
収

支
予
算
案

三
、
新
入
会
員
の
承
認
と
会
費
長
期
滞
納
会
員

の
退
会
者
扱

い
に
つ
い
て

四
、
協
会
の

シ
ソ
ボ

ル

マ
ー
ク
制
定

に

つ
い
て

五
、
そ

の
後

の
受

託
調
査
事
業

に

つ
い
て

イ
、
上
熊
牛
芽
室
発
電
所
計
画

に
と
も
な
う

環
境

調
査

の
依
頼

(電
源
開
発
㎞
)

ロ
、
鵡
川
河
口
干
潟
周

辺
の
環
境
調
査
、
特

に
野
鳥

と
植

生
の
調
査

(野
外
科
学
憾
)

六
、
そ
の
他

今
回
は
、
と
く
に
受
託
調
査
事
業

に
つ
い
て

意
見

の
交
換

が
活
発

に
と
り
か
わ
さ
れ
、
常
任

理
事
会

に
て
検
討

し
て
受
託

の
可
否
を
決

め
、

そ

の
こ
と
に

つ
い
て
は
必
ず
理
事
会

で
詳
細

に

報
告
す

べ
き
こ
と
。
も
し
も
常
任

理
事
会

で

一

名
で
も
反

対
者
が

で
た
場
合

に
は
、
理
事
会

に

て
検
討

し
あ
う
べ
き

こ
と
な
ど

で
意
見
の

一
致

を
み
た
。

ま
た
、
調
査
結
果

に

つ
い
て
は
当
然
、
理
事

会

で
慎
重

に
検
討

し
あ

っ
て
か
ら
外
部

に
報
告

す

べ
き

で
あ

る
と

い
う

こ
と
に

一
致
し
た
。

シ
ソ
ボ
ル

マ
ー
ク
は
常
任
理
事
会

に

一
任
し

近

い
将
来
制

定
す

る
こ
と
に
し

た
。

●
五

月
二
十
六

日

(
土
)

通
常
総
会

別
記

の
と
お
り
開
催
さ
れ

た
。

●
六
月

二
、
三

日

(
土
、
日
)

電
源
開
発
肱
依
頼

の
、
上
熊
牛
芽
室
発
電
所

計
画
に
と
も
な
う
環
境
調
査

に

つ
い
て
、
そ

の

受

託

の
可
否
を
調
査
す

る
べ
く
、
大
山
理
事
、

高

畑
参
与

が
十
勝

の
現
地

に
赴

い
た
。
協
会
と

し
て
の
自

主
的
調
査

で
あ

る
。
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自
然
保
護
と
都
市
問
題

(と
く
に
採
石
)
に
つ
い
て
の

懇
談
会

去
る
三
月

二
〇
日

(火
)
十

八
時

よ
り

二
十

時

ま
で
日
生
ピ

ル
九
階

に
お
い
て
、
読
売
新
聞

記
者

の
紺
谷
友

昭
氏
を
講
師
と
し

て

「
採
石
と

環
境
保
護

の
諸
問
題
」
を

テ
ー

マ
と
し
た
懇

談

会

を
開
催
し
た
。

§

講
演
の
概
要
§

福

井

に
住

む
よ
う

に
な
り
、
近
所

の
山
が
木

も
ろ
と
も
削

ら
れ

る
の
を

み
、
ま
た
、
山
林
の

個
人

所
有

の
実
態
を
知
り
、
採

石
場
の
問
題
と

山
林

の
個
人
所
有
と

の
間

に
あ
る
関
係

に

つ
い

て
調

べ
て
み
た
。

日
本

の
採

石
場

は
五
十
二
年

現
在

、
二
九
七

〇

カ
所
あ

る
。

こ
の
う
ち
道
内

は
二
七
〇

カ
所

札
幌

は
二

一
カ
所
で
、
福
井

、
盤
漢

に
は
七

カ

所
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
福
井
、
盤
漢

は
ほ
ぼ

日
本
全
国

の
例
に
共
通
す

る
、
い
ろ
い
ろ
な
問

題
を
も

っ
て
い
る

の
で
あ

る
。

森
林
の
破
壊

だ

っ
た
ら
四
〇
～
五
〇
年
で
再

び
木
も
は
え
る
が
、
採
石

の
場
合

は
山
全
体
を

取

っ
て
し

ま
う

の
で
再
び
も
と

に
戻

る
こ
と
は

な
い
。
加
え

て
、
山
全
体
が
な
く
な
る
こ
と
に

よ
り
、
生
物

の
生
活
の
場

が
滅
び

る
。
森
林

が

消
え
る

こ
と

に
よ
り
、
酸
素

の
供
給
、
保
水

と

い

っ
た
森
林
機
能

が
失
わ
れ

る
。

こ
の
よ
う

に

採
石
問
題

は
、
自
然
破
壊

の
中
で
も
典
型
的
な

も
の
で
あ

る
。

福
井
地
区

の
六

カ
所
は
、
い
ず

れ
も

昭
和

二

十
五
年
頃
よ
り
初
め
ら
れ
、
自
分

の
土
地
で
採

石
し

て
い
る

の
が
二
、
他
人

の
土
地
を
借

り
て

い
る

の
が
四
で
あ
る
。

道
が
昭
和
四
十
七
年

三
月
、
環
境
緑

地
保
護

地
区

に
福

井
、
盤
漢
を
指
定
し
た
が
、
指
定

さ

れ
る
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
制
限
を
受

け
る
こ
と

に

な
る

の
で
指
定

に
同
意
し
な

い
人

が
多
く

、
同

意
し
た
人

は
、
面
積

で
は
福

井
二

・
八
%
、
盤

漢

一
五
%
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
環
境
保
護

の
た
め
に
私
有
地

の
私
権
を
制
限
す

る
こ
と

は

難

し
い
。

採

石
場
が

ふ
え
た

の
で
住

民
も
被
害
を
受
け

る
よ
う

に
な
り
、
四
十
七
年
十
月
、
町
内
会
と

業
者
と

で

「
公
害
防
止
協
定
」
を
結

ん
だ
。
そ

の
後
、
採
石
場
も

ふ
え
、
住
宅
も
近
く

に
建

て

ら
れ

る
よ
う

に
な
る
に

つ
れ

、
両
者
が
並
立
す

る
こ
と
は
難
か
し
く
な
り
、
移
転

の
要
望
が
強

く
な

っ
た
。

そ

こ
で
、
道

、
市

、
通
産
局
が
採
石
場
を
手

稲
金
山
と
硬
石
山
と

に
集
中
さ
せ
る
計

画
を
立

て
た
が
、
採

石
業
者

は
零
細
企
業

が
ほ
と
ん
ど

で
自

己
資
金
を
確
保

で
き
ず
、
移
転
は
困
難

で

あ
る
。
当
初
五
十
五
年
度

ま
で
に
移
転

さ
せ
る

計
画

で
あ

っ
た
が
、
無
理
な
た
め
に
五
十
九
年

度

に
延
期

に
な

っ
た
。
硬

石
山
は
国
有
林
な

の

で
集
中
移
転

に
と
も
な
う
払
下
げ
問
題
も
可
能

で
あ
る
が
、
私
有

地

の
み
の
福
井
、
盤
漢
地
区

な
ど
は
簡
単
で
な

い
。

こ
の
よ
う
に
、
採

石
場

が
私
有
地

の
場
合
は
移
転
さ
せ
る
な
ど

の
規
制

を
加
え
る

こ
と
は
非
常

に
困
難

で
あ

る
。

福

井
地
区

は
明
治

十
九
年

に
炭
焼
き
が

二
戸

入
殖
し
た
の
が
最
初

で
あ

る
。
こ
の
時
点

で
は

山

の
所
有
権

は
な

か

っ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
明

治

三
十
～

三
十

二
年

の
北
海
道
山
林
種
別
調
査

で
は
、
す

で
に
私
有
林

に
な

っ
て
い
る
。
別

の

記
録

で
は
、
明
治

三
十

一
年

に
は
軽
川

(
い
ま

の
手
稲
)

に
は
造
林
会
社
が
設
立
さ
れ
、

一
帯

の
造
林

に
着
手
し

た
と

い
う
記
録
が
あ
る
。
明

治

三
十
年

に

「
北
海
道
国
有
未
開
地
処

分
法
」

が
で
き

て
、
全
道

に
造
林
会
社
が
林
立
し
た
よ

う
だ

が
、

こ
の
よ
う
な
造
林
会
社
が
福

井
、
盤

漢

の
森
林
を
所
有
し
た
。
戦
前
ま
で

に
こ
の
辺

の
森
林

は
丸

は
だ

か
に
な

っ
た
と

い
う
。
薪
用

に
伐
ら
れ
た

の
で
あ

ろ
う
。

そ

の
後
再
び
木
が

ふ
え
て
き
て
い
る
が
、
そ

れ

に
採
石

に
よ

っ
て
減
び
よ
う
と
し
て
い
る
。

福
井
地
区

の
土
地
所
有
状
況
は
、
昭
和
四
十

三

年

で

一
二
〇
八
筆
、
五
十
三
年

に
は
三
三
六
八

筆
、

こ
の
う
ち
山
林
関
係
は
四
十

三
年

に
七
九

五
十
三
年
に
は
二
五
〇
で
あ
る
。

一
方

、
盤
漢

地
区
は
五
十
三
年

に
山
林

の
み
で
三
四
九
〇
筆

に
分
か
れ
て

い
る
。

こ
の
よ
う
に
土
地
が
細
分

さ
れ
て
い
て
は
、
効
率
が
悪
く

て
造
林
も

で
き

な
い
し
、
宅
地

に
な
る
可
能
性
も

ほ
と

ん
ど
な

い
。
そ
れ

で
も
税
金

は
と
ら
れ
る

か
ら
、
採
石

の
話

が
あ

れ
ば

そ
れ
を
受
け

い
れ

る
。

こ
の
よ

う

に
し

て
小
さ
な
採

石
場
が

で
き
る
。

全
国

の
採

石
場
を

み
る
と
、
従
業
員
五
人
以

下
が
五
三

・
四

%
、

六
～
五
〇
人
が
四
五

・
九

%
、

こ
の
よ
う

に
五
〇
人
以
下

の
零
細

企
業

が

九
九

%
以
上
を
占

め
て

い
る
。
ま
た
企
業

を
み

る
と
、
全
国

に
二
七
五

二
の
業
者
が
お
り
、
資

本
金

一
〇
〇
〇
万
円
未

満
の
も
の
が
五
七

・
七

%
、

一
〇

〇
〇
～

五
〇
〇
〇

万
が

三
二

・
七
%

で
、
九
〇
%
以

上
が
五
〇
〇
〇
万
以
下

で
あ
る
。

採
石
場
の
面
積
を

み
て
も
、

一
〇
〇

a
未
満
が

五
八

・
二
%
、

一
〇
〇
～
五
〇
〇

a
が

二
七

・

五
%
で
あ

る
。
福
井
、
盤
漢

の
よ
う

に
小
面
積

ず

つ
採
石
す

る
形
態
が
全
国

に
も
共
通

し
て
い

る
よ
う
で
あ

る
。

採
石
す

る
権
利
は
、
自
分

の
土
地
で
採
石
す

る

「
所
有
権
」
と
、
他
人

の
土
地

に
採
石
権
を

設
定
し

て
採
石
す
る

「
採
石
権
」

と
が
あ
り
、

こ
の
よ
う

に
権
利
が
全
国

に
六
四
三
二
あ

り
、

そ

の
う

ち
、
自
分

の
土
地

で
や
ら
せ
る
も
の
が

二
〇
〇
〇
、
採
石
権
を
設
定
し
て
や

っ
て
い
る

も

の

一
〇
九
四
、
そ

の
他

(
国
有
林

の
払
下
げ

採

石
権
を
設
定
し
な

い

一
年
契

約

の
も

の
)

三

三
三

一
で
、

こ
の
よ
う
に
少
な
く
と
も
半
分
以

上

(
八
～
九
割
と
思
わ
れ
る
)

が
私
有
林

に
お

い
て
行
わ
れ
て

い
る

の
で
あ
る
。

採
石
場

の
形
態
は
、
九
九
%
が
傾
斜
面

で
の

露

天
堀
り
で
、
採

っ
て
い
る
岩

石
は
ほ
と

ん
ど

安
山
岩
で
あ
る
。
安

山
岩

は
広
く
分
布
し
、
石

質
が
安
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

採
石
生
産

量

の
三
七

%
、
道
内

で
は
五
五
%

が
道
路
用
材
と
し
て
使

わ
れ

て
い
る
。
採
石
が

必
要
で
あ
る
こ
と
は
否
定

で
き
な

い
が
、
道
路

用
材
な
ど
は
別

の
素
材
を
使
う

こ
と
を
考
え
る

べ
き
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
国
道
三
六
号
線

を

設
計

し
た
人

は
火
山
灰

の
使

用
を
考

え
て
い
た

と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
札
幌
市

の
清
掃
工
場
で

は
、
ゴ

ミ
焼
却

の
灰
を
固
め
て
道

路
用
材

と
す

る

こ
と
を
開
発
中
だ
と

い
う
。

私
有
林

は
、
道
内
森
林

の
二
七

・
二
%
を
占
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め
て
い
る
。
し

か
も
私
有
林

が

一
番

一
㎞
あ

た

り
の
蓄
積
量
も
少
な
く
、
荒

さ
れ
て
い
る
と

い

え
る
。
所
有
者

は
約

一
四
万
人

で
、
所
有
面
積

は
、
五
㎞
未
満
が

六
四

・
七
%
の
九
五

六
五
三

人

で
あ

る
。
ま
た
職
業
を
み
る
と
、
農
家
が

八

〇

一
九
六
人
、
漁
家
が
八
四
九
〇
人

、
商
業
、

サ
ー
ビ

ス
業
が
八
三
二
二
人

、
公
務
員
な
ど
三

八
七

一
人

、
そ

の
他
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
、
私
有
林

は
細
分
さ
れ
て

い
る
た
め
、
将

来

と
も

に
造
林
さ
れ
る

こ
と
も
望
め
な
い
よ
う

で
あ

る
。

特
定
開
発
行
為

(
一
㎞
以

上
の
宅
地
造
成
、

ゴ
ル

フ
場
、

ス
キ

ー
場
な
ど
)
が
四
十
八
～
五

十

二
年

に
二
〇
四
件

あ
る
が
、
面
積

の
多

い
順

に
あ
げ

る
と
、
宅
地
造
成

、
ゴ
ル

フ
場

、

ス
キ

ー
場
、
土

石
採
取

の
順
で
あ

る
。

私
有
林
が
あ
る
限
り
、
今
後
も
採

石
場

の
問

題

は
起

こ
る
の
で
あ
ろ
う

し
、
解
決

は
非
常

に

む

つ
か
し

い
問
題
で
あ
る
。
都
市
近
郊

の
私
有

林

に

つ
い
て
は
公
共
団
体
が
買

い
上
げ

て
公
有

に
し

て
し
ま
う
と

い
う
方
法
以
外

に
は
、
解
決

策
が
な

い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

§

以
上

の
講
演
を
中

心
と
し
て
、
次

の
よ
う
な

質
問
や
意
見
が
よ
せ
ら
れ

た
。

神
山
-

札
幌
近
郊

で
の
、
年
間
採
石
必
要
量

は
?紺

谷
ー

五
十

三
年

に
許
可
さ
れ
た
採
石
量
は

二
三
〇
万
3m
、
こ
の
う
ち
福

井
、
盤
漢

地
区

で

は
六
二
万

八
二
〇
〇
㎡
で
あ
る
。
今
年

は
不
況

の
た
め
こ
れ

よ
り
減

っ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
が

こ
の
数
字
が
、
必
要

量
に
近

い
も

の
と
思

わ
れ

る
。採

石
販
売
価
格

の
う

ち
、
原

石
の
占

め
る
割

合

(
原
石
比
)
は
五
～

八
%
で
あ
り
、
あ
と
は

運
搬
費
や
雑
費
で
あ
る
。

一
カ
所

の
採
石
場

で

の
生
産
量
が
多
く
な
れ
ば

、
原

石
価
格
は
下
が

る
。
即
ち
量
産
効
果
は
期
待

で
き

る
。
生
産
量

五
千

t
未
満

で
は
原
石
比

六

・
七

%
だ
が
、
生

産
量
が

二
十
万

t
未

満
で
は
原
石
比
が
三

・
三

%
に
下
が

る
。

会
長
ー

採
石
場

の
近
く
で

一
番
問
題

に
な
る

の
は
何
ん
だ
ろ
う
?

紺
谷
-
運
搬

ト
ラ

ッ
ク
に
よ
る
交
通
事
故
が

最
大

の
問
題

で
あ
る
。
道

の
計
画

で
は
、
金
山

に
集
中
移
転
さ
せ
た
場
合

に
は
専
用
道
路
を
プ

ラ
ソ
し

て
い
る
が
移
転
自
体
が
で
き
が

た
い
状

況

で
あ

る
。

会

長
ー
昭
和
初
め
は
採
石
場
は
硬

石
山
だ
け

だ

っ
た
。
当
時

は
建
築
石
材

と
し

て
少
量
が
採

ら
れ

る
だ
け

だ

っ
た
が
、
現
在
は

コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
骨
材

に
す
る
た

め
、
砕
石
と
し

て
多
量

に

採
ら
れ

る
の
で
問
題
が
多

い
。
安
山
岩
な
ら
ど

こ
に
で
も
あ

る
か
ら
景
観
に
影
響

せ
ず

に
人
家

か
ら
離
れ
た
と

こ
ろ
で
と
れ
ば

い
い
の
だ
ろ
う

が
、
企
業
が
零
細
の
た
め
、
と
り
や
す

い
と

こ

ろ

で
交
通

の
便

も
よ
く
、
運
搬
費

の
か
か
ら
な

い
と

こ
ろ

で
と
ろ
う
と
す

る
の
で
、
必
然
的

に

街

の
近
く
で
と
る

こ
と
に
な
り
、
問
題
が
で
て

く
る

の
だ
ろ
う
。

赤
嶋
ー

自
然
保
護

、
緑

の
保
護
は
す
べ
て
私

有
権

の
問
題
に
ぶ

つ
か
る
。
公
有
林
な
ら
解
決

で
き
る
問

題
も
、
私
有
林

で
は
難
か
し
い
。

三
木
-

採
石
場

の
集
中
移
動
計
画
は
、
具
体

的
に
予
算

化
さ
れ

て
い
る
の
か
?

紺
谷
-
業
者

を
移
動
さ

せ
る

の
で
大

き
な
予

算

が
で
て
い
な

い
。

↓
年
ご
と

の
認

可
制

に
な

っ
て
い
る
の
で
認
可

の
際

に
条
件
を

つ
け

て
集

中
化

へ
の
方
向

づ
け
を
し
て
い
る
。

一
業
種
だ

け

に
公
的
な
予
算
化
を
は
か
る
こ
と
は

で
き
な

い
よ
う
だ
。

神
山
-

採
石

に
よ
る
災
害
防

止
の
規
制
は
あ

る

の
か
。

紺
谷
ー

森
林
法
、
河
川
法

に
は
あ

る
が
、
採

石
法

に
は
莫
然

と

「
通
産
局
長

は
環
境
を
破
壊

し
た
り
、
公
益
に
反

し
た
り
す

る
場
合
、
認
可

し

て
は
な
ら
な
い
」

と
し
て
あ

る
。
直
接
的
被

害

に
つ
い
て

の
規

制
だ
け
で
あ

る
。

神
山
-

山
を
け
つ
る

の
だ
か
ら
、
勾
配
だ
と

か
隣

の
敷
地

か
ら
、
い
く
ら
離
さ
ね
ば
な
ら
な

い
と
か

の
制
限
が
あ

っ
て
も
よ
い
と
思
う
が
?

紺
谷
-

採
石
法
を
拡
大
解
釈

し
て
規
制
を
厳

し
く
す

べ
き
だ
と
思
う
。
事
実

、
そ

の
方
向

に

向

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

神
山
-
採
石
業
者
が
零
細
な
た
め
問
題

が
大

き

い
と

の
こ
と
だ
が
、
小
規
模

に
や

っ
て
い
た

方
が
問
題
は
少
な

い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

紺
谷
ー

将
来
、
宅
地
化
が
予
想

さ
れ

、
森
林

の
保
存
が
望
め
な

い
所
を
集
中
し

て
大
規
模

に

採
石
し
、
跡

地
を
宅
地
に
す
る
と
い
う

や
り
方

が
最
も
害
が
少
な
い

の
で
は
な

い
か
。

三
木
ー
集
中

移
転

し
た
後

、
採
石
現
場

に
岩

肌
が
残
る
が
、
そ
れ
は
ど
う
す

る
か
。

紺
谷
-
後

地

は
緑

化
す
る
よ
う
指
導
し

て
い

る
。橋

本
ー
採

石
法

に
は
保
安
基
準
が
あ
る
。
隣

地

と
の
保
安
距
離

は
数

m
程
度
だ
が
決

め
ら
れ

て
い
る
。
採
石
し
た
断
面
は
採
石

の
終
了
し
た

時
点

で
六
〇
度
以
下

の
勾
配

で
な
ら
な
い
。
ベ

ソ
チ
カ

ッ
ト

(
階
段
状
)

に
掘
り
、
ベ

ソ
チ

の

高

さ
は

一
〇

m
程
度

に
す

る
。
札
幌
市
で
は
内

規

を
作

り
、
市
街
地

で
あ

る
と

か
、
主
要
な
道

路

か
ら
望
見
で
き
る
所
で
は
採

石
さ

せ
な

い
こ

と

に
し
て
い
る
。
こ
の
市
内

で
は
、
も
う
新
た

な
採
石
場
が
認
可
さ
れ
る
余
地

は
な

い
。

安
山
岩
は
た
く

さ
ん
あ

る
が

、
排
土
率

が
三

〇
%
以
内

で
な
い
と
企
業
的

に
は
採
算
が
と
れ

な

い
だ
ろ
う
。
新

た
に
採

石
場
を
作

る
に
は
三

億
円
程
度

が
必
要

と
さ
れ
る
。
採
算
を
考
え
る

と
二
〇
年
程
度

採
石
し
な

い
と
な
ら
な

い
。
市

内

で
ニ
カ
所

に
集
中

移
転

す
る
と
、
二
〇
年
や

る
に
は

二
千
万
3
m
の
埋
蔵

量
が
必
要

で
あ

る
。

し
か
も
交
通
問
題
も
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
条
件

を
考
え
る
と
、
市
内

に
移
転

の
適
地
を

み
い
だ

す

こ
と
は
難
か
し

い
。
百
万
3
m
ぐ
ら

い
の
採
石

場
を
作

る
と
な
る
と
五
〇
～

六
〇
億

の
金
が

か

か
る
。

長
谷
川
ー
台
湾
か
ら
石
を
も

っ
て
き
て
採
算

が
合
う
と

い
う
話
も
あ
る
。
大
規
模

な
採
石
場

を
作

る
と
、
被
害
も
そ
れ
だ
け
大
規
模

に
な

る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
海
岸

近
く
で
採

石
し

、

船

で
運
ぶ

こ
と
は
で
き
な

い
の
だ
ろ
う
か
。

紺

谷
ー
後
進
国
か
ら
輸
入
す
れ
ば
輸
出
す

る

国

に
は
金
が
入
り
、
日
本
に
と

っ
て
は
採
石
問

題

が
少
な
く
な
る

の
で
、
よ
い

の
で
は
な

い
か

と

い
う
考
え
方
も
あ
る
。
昭
和
三
十
年
代
ま

で

は
川

の
砂
利
を
と

っ
て
い
た
が
、
そ
れ

に
代

っ

て
山

の
採
石
が
始

ま

っ
た
。

一
方
、
川

の
砂
利

を
と

っ
た

こ
と
で
川

の
荒
擁
が
起

こ

っ
た
。

栗
原
ー

先
ほ
ど
廃
棄
物
利
用

の
話
が
あ

っ
た

が
、
私
ど
も
電
力
会
社

で
も
年
間
三
〇
～

四
〇

万

t
の
石
炭

を
た
い
た
。
そ

の
灰
が
で
る
が
、

そ

の
捨
て
場
が
な
く

て
困

っ
て

い
る
。
現
在
、

そ

の
灰
を

セ
メ
ソ
ト
に
ま
ぜ

た
り
、
道

路
材

に

使
う

こ
と
も
研
究
し

て
い
る
。

紺
谷
i

廃
棄

物
を
利
用
す

る
こ
と

で
、
自
然
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破
壊

を
少
な
く
す
る

こ
と
は
人
間

の
知
恵

で
あ

る
。神

山
-
札
幌
市

で
は
ゴ

ミ
を
も
や
し

て
電
気

を

お
こ
す

こ
と
を
や

っ
て
い
る
。
ま
た
ゴ
ミ
を

と
か
し

て
灰

に
し
、
そ
れ
を
岩

石
に
す

る
方
法

が
研
究

さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
は
二

つ
の
方
法

が
あ
り
、

一
つ
は
水
中

に
お
と
し

て
砂

の
よ
う

な
も

の
に
す
る
。
も
う

一
つ
は
、
ナ
ベ
に
と

つ

て
固

ま
り
と
し
、
そ
れ
を

砕
い
て
砕
石

に
す
る

方
法

で
あ
る
。
た
だ
し
、

こ
の
よ
う
な
方
法
を

と
る
た

め
に
は
電
気
が
必
要
と
な

る
。
ま
た
、

札
幌
市
全
部

の
ゴ
ミ
を
使
用
し
て
も
砕
石
必
要

量

の
何

十
分

の

一
に
し

か
な
ら
な

い
。
火
山
灰

で
も
と
か
し
て
石
に
す
る

よ
う
な
壮
大

な
計

画

を
立
て
な
い
と
、

必
要
量
を
ま
か
な

い
き
れ
な

い
。紺

谷
ー
海
外

で
は
ど
う
な

っ
て

い
る

の
か
。

橋
本
i

ヨ
ー

戸
ッ
パ
で
も
採
石
場
を
作

っ
て

い
る
。

紺
谷
-
露

天
掘
だ
け
で
な
く
、
将
来

は
坑
内

掘
り
も
考
え
ね
ば
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
か
。

橋
本
i
奥
多
摩

で
み
た
が
、
炭
坑

の
坑
内

と

同
じ

で
あ

る
。
奥
多

摩
の
場
合

、
硬
質
砂
岩

で

均

一
な
岩
質
な

の
で
坑
内
掘
も
可
能

で
あ

る
が

札
幌
周
辺

の
層
理
が
発
達
し
た
安
山
岩

で
は
難

か
し

い
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
坑
内
掘

の
技

術
、
採
算
性

、
坑
内
労
働
条
件

の
悪
さ
な
ど

い

ろ
い
ろ
と
問
題
点
も
多

い
と
思
う
。

曽
我
ー

カ
ナ
ダ
、

ア
ル
パ
ー

タ
の
石
油

の
場

合
も
表
土
を
め
く

っ
て
掘
る
の
だ
が

、
採
掘
後

表
面

に
植
林
し
て
も
と
ど
お
り
に
す

る
こ
と

に

な

っ
て
お
り
、
石
油

を
と

る
費
用

よ
り
も
後

の

複
元
に
費

用
が
多
く

か
か
る
場
合
も
あ

る
。
当

然

、
単
価

が
高
く
な
け
れ
ば
、
採
算
が
と
れ
な

い
。
採
石
も
価
格

の
中

に
環
境
保
護

費
、
複

元

費
を
含
め
る
よ
う

に
す
れ
ば
、
破
壊

を
少
な
く

す
る

こ
と
が
可
能

で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

赤
嶋
ー
炭
鉱

の
露

天
掘

の
場
合

、
か
な

り
き

び
し
い
条
件
が

つ
い
て
い
る
。
採
石
の
場
合
も

通
産
局

が
強

い
条
件
を

つ
け
れ
ば
、
環
境

は
あ

る
程
度
守
ら
れ

る
の
で
は
な

い
か
。

栗
原
ー

ダ

ム
の
場
合
も
き
び
し
く
指
導

さ
れ

て
や

っ
て
い
る
。

赤
嶋
」
保
安
林
内

の
鉱
山
施
業
許

可
が
通
産

局

か
ら

ま
わ

っ
て
き
た
。
条
件
を

つ
け

て
も

、

「
条
件

は
通
産
局
が

つ
け
る
」
と

い
わ
れ
、
条

件
が

つ
け
ら
れ
な

か

っ
た
例
が
あ

る
。
炭
鉱

の

ボ
タ
山
が
将
来

の
災
害

の
危
険
を
含

ん
で
い
る

の
で
、
砂
防
上

の
条
件
を

つ
け
た
か

っ
た
が
、

通
産
局

の
た
め
に
で
き
な
か

っ
た
。

紺

谷
ー

日
本
人

は
近
代
国
家

に
な

っ
て
か
ら

一
〇
〇
年
あ
ま
り

の
せ
い
か
、
自
然
保
護

に
対

す

る
関
心
が
う
す

い
。
採
石
場
周
辺

の
住
民
も

自
然
が
破
壊
さ
れ
る
か
ら
、
反
対
と

い
う
人
は

い
な

い
。
交
通
事

故
や
ば

い
じ
ん
、
騒
音
な
ど

の
直
接
的
被

害
し
か
と
り
あ
げ
な

い
。

浅

野
ー

現
在

の
採
石
法

で
は
、

一
〇

m
の
高

さ
に
二

m
の
階
段
を

つ
け

る
方
法
だ
が
、
道

の

林
務

や
市

の
規
制

で
は
、

一
五

m
と
五

m
、
し

か
も
角
度
が
四

一
度

に
な

っ
た
。
普
通

の
山
で

は
石
を
と
れ
な
く
な

る
。
山
全
体

を
も

っ
て
い

る
業
者
な
ら
と
れ
る
が
、
部
分
的

に
も

っ
て
い

る
よ
う
な
業
者
な
ら
ほ
と
ん
ど
と
れ
な

い
。
既

存

の
採
石
山
も
数
年

を
え
ず

し
て
消
滅
す

る
だ

ろ
う
。

ま
た
、
採
石
の
認
可

に
は
住
民
と

の
公
害
防

止
協

定
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
し
、
関
係
住

民

の

一
人
が
反
対
し

て
も
協

定
は
で
き
な

い
。
集

中
移
転
も
住
民

の
反
対
を
考

え
る
と
非
常

に
む

つ
か
し

い
。

採
石
後

は
緑
化
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が

採
石

の
単
価

に
は
緑
化

の
金

は
入

っ
て
い
な

い

の
で
、
緑

化

の
費

用
が
で
な
い
。
緑
化
を
真
剣

に
考
え
る
な
ら
、
採
石
業
者

に
緑
化
費
用
を

つ

み
立
て
さ
せ
る

べ
き
で
あ

る
。

ま
た
、
最
近
ダ

ン
プ

の
重

量
制
限
が
非
常

に

き
び
し
く
な

っ
て
き
た
。
そ

の
た
め
運
搬
費
が

高
く
な
り
、
か

つ
諸
制
限

に
よ

っ
て
量
も
少
な

く
な
る
と
消

費
者
は
金
を
多

く
払
わ
ね
ば
な
ら

な
く
な
る
し
、
公
共
事
業

な
ど
に
も
影
響
が

で

北
海
道
自
然
保
護
協
会

て
く

る
だ
ろ
う
。

一
〇
年

以
内

ぐ
ら
い
に
砕
石

に
か
わ
る
新
し

い
も

の
が
で
き
な
い
と

、
大
き

な
問
題

に
な
る
と
思

う
。
台
湾

な
ど

か
ら
輸
入

す

る
話
も
あ
る
が
、
採
石
を
す
れ
ば
台
湾

で
も

自
然
破
壊
が
お

こ
る
。
発
展
途

上
国

で
も

い
ず

れ

は
環
境
問
題
が
で
て
く
る

の
で
、
根
本
的
な

解
決

に
は
な
ら
な

い
。
自

分

の
国
で
自
然
破
壊

が

い
や
な
ら
、
他

の
国

に
お

い
て
も
自
然
破
壊

を
す

る
べ
き

で
な

い
と
思
う
。

砕

石
が
ど
う
し
て
も
必
要

な
も

の
な
ら
、
役

所
も
業
者
も
、
住
民
も
真
剣
に
考

え
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
と
思
う
。

昭
和
五
十
四
年
度

通

常

総

会

昭
和
五
十
四
年
度
の
通
常
総
会
は
、
社
団
法

人
北
海
道
自
然
保
護
協
会
と
し
て
の
最
初
の
総

会
と
し
て
五
月
二
十
六
日
(土
)、
札
幌
市
中
央

区
の
自
治
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
札
幌

医
科
大
学
附
属
病
院
長

・
河
邨
文

一
郎
先
生
の

特
別
講
演

(題
名
1
ひ
と
り
原
野
に
立
ち
て
)

の
後
、
議
事
に
は
い
り
、
議
長
に
栗
原
正
之
氏

議
事
録
署
名
人
に
今
村
朋
信
氏
と
辻
井
達

一
氏

を
選
出
し
た
。

議
事
の
概
略
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

出
席
者

石
川
俊
夫
、辻
井
達

一
、長
谷
川
雄

七
、新
妻

博
、伊
藤
誠
夫
、門
脇
松
次
郎
、及
川

敬

一
、高
畑

滋
、滝
口

亘
、山
口

透
、五
十

嵐
敏
彦
、今
村
朋
信
、市
川
正
良
、井
上
元
則
、家

登
美
智
子
、栗
原
正
之
、高
橋
治
子
、田
中
明
子
、

俵

浩
三
、中
本
憲
治
、中
井
恒
夫
、宗

好
秀
、

八
木
鉱
太
郎
、
八
木
健

三
氏
夫
人
、
三
菱
建
設
、

道
開
発

コ
ソ
サ

ル
タ
ソ
ト
、
地
崎
工
業
、
国
土
開

発
、
北
海
道
新
聞

、竹
中
土
木
、
荒
井
建
設
、
北
電

苫
東
厚
賀
事
業
所

、苫
小
牧
市
。

騨
、
昭
和
五
十

三
年
度
事
業
報
告

イ
、
法
人
化

の
実
現
を
期
す
た
め
、
会
員

の
増

加
を
図
り
、
事
務
局

の
充
実

な
ど
に
努

め
、
基

本
金
四
〇
万
円

の
積
立
も
で
き
た
。

ロ
、

一
般
事
業
と
し
て
は
、
自
然
環
境
調
査
を

五
件
実
施
、
ま
た
、
自
然
保
護
問
題

に
つ
い
て

関
係
諸
機
関
に
提

言
、
要
望
を
精
力
的

に
実
施

す

る
と
と
も

に
、

一
方
で
は
自
然

に
親
し
む
諸

行
事

、
都
市
公
害
問
題
を
主
と
し
た
懇
談
会
を

実
施
し
、
予
定
ど
お
り
会
報

、
会
誌
も
発
行
し

え
た
。

な

お
自
然
環
境

調
査

は
、
道

よ
り
受
託
し
た
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決 算 書(昭 和53年4月1日 よ り昭和54年3月31日 まで)

部の出支

考備異決 算 額1差

事務局長による減

理事会による減
理事会による減

暖房料7ヵ 月
電気 ・ガス代
家賃及び共益費

印刷代

未払金894,940円 含む

(△2,143,587)円
△1,432,900

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

(

(△

(△
△

△

△

((

(△
△

　

(△

1385
88,417

326,750
9,660
14,172
26,950
1,296
12,581
1,220
35,000
10,600
5,000

45,620
214,280
21,041)

250,000)
40,388)
26,308
9,800

0
4,700
420

20,000)
0)

201,600)
61,200
140,400
111,400)

(△1,176,666)

△3,882,6001

(3,970,413)円

1,967,100

14,615

73,583

267,950

257,040

214,172

226,950

124,704

41,419

717,580

15,000

7,400

30,000

4,380

8,520

(1,621,041)

(0)(

5,483,612)

2,207,692

630,200

1,200,000

645,300

800,420

(64,000)

(400,000)

(0)

0

0

(0)

(58,334)

予 算 額

(6,114,000)円

目科定勘

11,597,400

(6,114,000〕

3,400,000

16,000

162,000

594,700

266,700

200,000

200,000

126,000

54,000

718,800

50,000

18,000

35,000

50,000

222,800

(1,600,000)(

250,000)

(5,524,000)

2,234,000

460,000

1,200,000

650,000

800,000

(
(
(

(

44,000)
400,000)
201,600)
61,200
140,400
111,400)

(1,%5,㎜)

15,480,000

当
費
費
費
費
費
費
費
費
料
金
課
費
費
費

査
査
査
査
査

出
出

撫
艦
羅

僧

↑
罎

個
簾

仔

計合出支

書(昭 和54年4月1日 よ り昭和55年3月31日 まで)算予

部の出支

考備減予 算 額1前 年度決算額1増目科

5件直接経費

基 本 金

(2,229,587)円

(878,959)
(1,000,000)
(500,000)
(11,321,388)

(△

(

(

(

(△

14,000)
400,000)
350,000)
155,000)
58,334)

16,762,600

(3,970,413)円

1,967,100

14,615

73,583

267,950

257,040

214,172

226,950

124,704

41,419

717,580

15,000

7,400

30,000

4,380

8,520

(1,621,041)

(0)

(0)

r5,483,612)

(
((

((

64,000)
400,000)

0)
0)

58,334)

11,597,400

(6,200,000)円

3,826,400

351,000

90,000

304,300

290,000

222,000

110,000

126,000

54,000

732,000

20,000

12,000

30,000

5,000

27,300

(2,500,000)

(1,000,000)(

500,000)

(16,805,000)

2,700,000

765,000

1,440,000

700,000

11,200,000

(
(
(
(
(

50,000)
800,000)
350,000)
155,000)

0)

28,360,000

当
費
費
費
費
費
費
費
費
料
金
課
費
費
費

査
査
査
査
査

手
生

通
灘
叩
本

料

公

料

籍

調
調
調
調
調
聞

鋤

厚
議
交
運

製
料
水
借
謝

会
資

事

湖
牧
川

支

)

差

動
料
利

費
信
耗
刷

熱

税

轟

難

床
連
小
狩
別
翻
熱

鰍

理
給
福
会
旅
通
消
印
燃
光
賃
諸
租
諸
図
雑
縫

懇

知
讐

石
畿

醤

備
縣

惜

↑
咄
縷

個
讐

緩

計合
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支収度年53和昭

部の入収

考備異額1差算額1決算予目科定勘

∫53年度未収会費
し100,000円 を含む

道 よ り道
より

苫 小牧市 よ り民間
よ り

民間よ り

(△3,154,300)円
△1,0943000

△1,960,000

△

(△
△

△

100,000

730,000)
330,000
400,000

0

(△319,400)

11,600
△331,000

(△51,522)
△4,370

△47,152

(1,709,422)

(△1,336,800)

(4,080,000)円

1,340,000

2,740,000

0

(7,000,000)
70,000

0
6,930,000
2,500,000
650,000

1,700,000
1,000,000
800,000

(80,600)
61,600
19,000

(64,178)
10,530
53,648

(0)

(372,622)

(7234,300)円

2,434,300

4,700,000

100,000

(7,730,000)
400,000
400,000

6,930,000
2,500,000
650,000

1,700,000
1,000,000
800,000

(400,000)
50,000
350,000

(115,700)

14,900

100,800

(△1,709422)

(1,709,422)

入
入
入収

収
収

費

費
費
会

会
会
員

)

会

入
人
体
助

響

団
賛

絵

入
入
入
査
査
査
査
査

入
入

熱
響

駕

版
調
日
風
苫
石
高

瓢
颪

受

傳

収
収

金
枷
付
金

雌
寡

儒

息
入
ガ

鶴

我

差

利
収
讐

刃
取

欝

徽
受
雑
灘

△3,882,60011,597,40015,480,000計合入収

支収度年54和昭

部の入収

考備減額1前 年度決算額1増算予目科

600人 ×2,500円

50人x1,500円
150団 体350口 ×10,000円

講演会など
複製画頒布など

道 より
道 より
市 より
民間よ り
民間よ り

995,000)円(

(16,150,000)

30,600)¢

37,512)¢

(△314,288)

(4,080,000)円

1,340,000

2,740,000

(7,000,000)
70,000

0
6,930,000

80,600♪

61,600

19,000

64,178)
10,530
53,648

372,622)

(

(

(

(5,075,000)円

1,575,000

3,500,000

(23,150,000)
100,000
400,000

22,650,000
3,000,000
850,000

1,800,000
1,000,000
16,000,000

(50,000)
50,000

0

( 26,666)
11,000
15,666

(58,334)

費
費

会

会

刃

人

体

収費
個

団

絵

業
業
業
査
査
査
査
査

事
事
事
調
鶉

調
調

査

湖
牧
川

期般
版綱妹黙

業

一
出
受

僚

収入)
金
集

息
ス

付

利
刃
取

収

撃

募

収
受
雑

(寄

(雑

(前期繰越収支差額)

16,762,60011,597,40028,360,000計合

● 7・



も
の

「
自
然
生
態
系
総
合
調
査

(
日
高
山
系
)
」
、

「
風
連
湖
野
鳥
生
息
環
境
実

態
調
査
」
、
苫
小
牧

市
よ
り
の
も

の

「
苫
小
牧

地
域
将
来

予
測
等
自

然

環
境
調
査
」
、民
間

よ
り

の
も
の

「河

川
環
境

調
査

の
う
ち
鳥
類
調
査
」
、
「
静
内

町
高
見
発
電

所

及
び
関
連
施
設
周
辺
の
植
生
調
査
」

の
五
件

で
あ

る
。

(承
認
)

二
、
昭
和
五
十
三
年
度

決
算
報
告

(別
表
)

(承
認
)

三
、
監
査
報
告

(
及
川
監
事
)

四
、
昭
和
五
十

四
年
度
事
業
計
画

イ
、
社
団
法
人

の
団
体

に
な

っ
た

の
で
、
市
町

村
な
ど
の
自
治
団
体

の
勧
誘

に
努
力
し
た
い
。

基
本
金
は
さ
ら

に
八
○
万
円
を
積
立
し
、
目
標

の
三
〇
〇
万
円

に

一
歩

で
も
近
づ
け
た

い
。
受

託
事
業

を
実
施
し

て
収
入
の
増

を
図
る
と
と
も

に
適
切

な
意
見
、
提

言
を
行

い
た

い
。

ロ
、

一
般
事
業
と
し
て
は
、
昨
年
度

に
実
施

で

き
な

か

っ
た
法
人
化
記
念
事
業

や
自
然
保
護
講

座
、
自
然
保
護

シ
リ
ー
ズ

(出
版
事
業
)
な
ど

を
積
極
的

に
実

施
し
た
い
旨
説
明
が
あ

っ
た
。

(
承
認
)

五
、
昭
和
五

十
四
年
度
収
支
予
算
案

受

託
事
業

が
多
く
な

っ
た

の
で
そ

の
内

容
、

趣

旨
、
受
託

の
経
緯
な
ど

に
つ
い
て
、
会

員
に

判
り
や
す
く
公
表
す

る
こ
と

の
要

望
な
ど
が
な

さ
れ

た

(
こ
の
件

に
つ
い
て
は
、
要

望
に
よ
り

く
わ
し
く
別
記
し
た
)
。

(
承
認
)

六
、
そ

の

他

イ
、
受
託
調
査
事
業

と
し

て
、
目
下
依
頼
あ

る

「
十
勝

上
熊
牛

、
芽
室
発
電
所
計
画

に
と
も
な

う
環
境

調
査

(電
源
開
発
蝋
)
」
、
「
鵡
川
河

口
調

査

(野
外
科
学
隷
)
」
の
二
件

の
報
告
と

「
さ

っ

ぽ

ろ
さ
け

の
会
」
と

の
連
け

い
の
件

の
報
告
が

あ
っ
た
。

な
お
、
総
会
の
終
了
後
、
法
人
化
実
現
の
祝

賀
パ
ー
テ
ィ
ー
が
同
会
館
に
て
開
催
さ
れ
た
。

門
脇
苫
小
牧
自
然
保
護
協
会
々
長
の
乾
杯
の
音

頭
に
は
じ
め
ら
れ
た
祝
賀
会
は
、
ニ
ギ
ヤ
カ
な

う
ち
に
も
法
人
化
の
苦
労
話
や
こ
れ
か
ら
の
任

務
な
ど
も
語
ら
れ
、
八
木
鉱
太
郎

(早
来
町
)

氏
の
万
才
三
唱
、
八
木
副
会
長
夫
人
に
よ
る
万

才
三
唱
に
よ
っ
て
意
義
深
い
祝
賀
会
の
幕
が
閉

じ
ら
れ
た
。

□
受

託

調
査

事

業

の
概
要

●
自
然
生
態
系
総
合
調
査

委
託
者
-
北
海
道

(総
事
業
費
三
〇
〇
万
円
)

原
始
性
の
高
い
地
域
に
つ
い
て
昭
和
四
十
九

年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
調
査
で
、
昨
年
度
は

日
高
山
系
の
北
部
地
域

(ペ
テ
ガ
リ
岳
以
南
の

日
高
山
系
の
主
稜
線
を
中
心
と
す
る
地
域
)
に

つ
い
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

(植
物
ー
鮫

島
惇

一
郎
氏
、
動
物
-
芳
賀
良

一
氏
担
当
)
。

地
域
の
自
然
の
状
態
を
可
能
な
か
ぎ
り
把
握

し
、
自
然
環
境
保
全
の
た
め
の
諸
施
策
推
進
の

資
料
に
し
た
い
と
い
う
趣
旨
に
よ
り
、
当
協
会

に
委
託
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
年
か
ら
ニ
カ
年

計
画
で
知
床
の
調
査
が
同
じ
趣
旨
の
も
と
に
進

め
ら
れ
る

(植
物
は
日
高
に
つ
づ
い
て
鮫
島
惇

一
郎
氏
、
動
物
は
北
大
歯
学
部
の
大
泰
司
紀
之

氏
が
中
心
と
な
っ
て
担
当
す
る
)
。

●
野
鳥
生
息
環
境
実
態
調
査

(風
連
湖
及
び

周
辺
地
域
)

委
託
者
ー
北
海
道

(総
事
業
費
八
五
万
円
)

鳥
類
の
適
切
な
保
護
対
策
に
資
す
る
基
礎
資

料
を
う
る
こ
と
を
目
的
に
、
と
く
に
集
団
で
飛

来
す
る
水
渉
禽
類
の
生
息
地
と
し
て
重
要
な
地

域
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
風
連
湖
及
び
周

辺
地
域
を
対
象
に
、
鳥
類
の
生
息
状
況
及
び
生

息
環
境
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
ネ
ラ
イ
と
し

て
お
り
、
昨
年
と
今
年
度
の
ニ
カ
年
で
終
了
す

る
予
定
と
さ
れ
て
い
る
。

担
当
者
は
、
昨
年
に
引
き
つ
づ
き
三
浦
二
郎

氏
を
中
心
に
し
て
鳥
類
、
植
生
、
底
生
生
物
の

三
班
を
編
成
し
て
進
め
ら
れ
る
。

●
苫
小
牧
地
域
将
来
予
測
な
ど
自
然
環
境
調

査

委
託
者
ー
苫
小
牧
市

(総
事
業
費

一
八
○
万
円
)

昭
和
五
十
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
調
査
で

あ
る
が
、
本
年
は
最
終
年
度
で
あ
り
、
既
調
査

分
の
総
ま
と
め
、
集
大
成
の
報
告
書
作
成
と
い

う
事
業
で
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
各
調
査
の
補
足

調
査
も
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

指
標
生
物
種
と
し
て
の
地
衣
、
蘇
苔
類
の
種

類

・
分
布
な
ど
の
追
跡
調
査
な
ら
び
に
土
壌
生

物

(と
く
に
ト
ピ
ム
シ
類
)
の
種
組
成
、
分
布

状
況
な
ど
の
生
態
調
査
か
ら
、
環
境
と
生
態
系

連
鎖
の
関
連
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
苫
小

牧
市
に
お
け
る
将
来
の
環
境
づ
く
り
の
方
向
づ

け
、
残
す
べ
き
自
然
の
位
置
づ
け
な
ど
、
自
然

環
境
保
全
の
基
礎
資
料
を
う
る
こ
と
を
ネ
ラ
イ

と
し
て
い
る
事
業
で
あ
る
。

担
当
者
は
、
当
該
市
の
顧
問
で
あ
る
辻
井
達

一
氏
の
指
導
・
助
言
の
も
と
に
、
柏
谷
博
之
氏

(国
立
科
学
博
物
館
)
ら
が
中
心
と
な
っ
て
進

め
る
。

●
河
川
環
境
調
査
の
内
鳥
類
調
査

委
託
者
ー
(財
)北
海
道
開
発
協
会

(総
事
業
費

一
〇
〇
万
円
)

昨
年
よ
り
の
継
続
調
査
で
あ
り
、
石
狩
川
本

流
(河
口
か
ら
神
居
古
潭
ま
で
)、
支
流
の
鳥
類

に
関
す
る
既
存
文
献

の
収
録
と
石
狩
川
本
流

、

と
く

に
河
口
か
ら
神
居
古
潭

ま
で
の
鳥
相
を
明

確

に
す
る
こ
と
が
ネ

ラ
イ
と
さ
れ

る
。
調
査
で

あ
る
。

担
当
者
は
、
島

田
明
英

氏
。
1
以
下
次
号
1

□

編

集

後

記

□

法
人
化
、
総
会

関
係

に
ふ
り
ま
わ
さ
れ
、
会

報
が
す

っ
か
り
お
く
れ
て
し
ま
い
申
し
わ
け
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

「
収
支
決
算
書
」
と

「
収

支
予
算
書
」
の
関
係

で

「
受
託
事
業

の
概
要

」

を
全
部

の
せ
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
、

「
道

々
士
幌

、
然
別
湖
線
環
境

調
査
」
と

「
鵡

川
河

口
干
潟
周
辺

の
野
鳥

、
植

生
調
査

」
の
2
件
が

次
号

に
ま
わ
る

こ
と
に
な
り
、
申

し
わ
け
あ
り

ま
せ
ん
。
次
号

で
は
残

っ
た
2
件

の
ほ
か
に
、

昨
年
実
施
し
た
受
託
事
業

の
報
告
書

が
で
き

て

お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
内
容

も
要
約

し
て
ご
紹

介
し
た

い
と
思

い
ま
す
。
な
お
、

こ
の
六
月

に

会
員
俵

浩

三
氏
著

「
北
海
道

の
自
然
保

護
ー

そ

の
歴
史

と
思
想

」
が
北
大
図
書
刊
行
会

か
ら

発
行
さ
れ
ま
し
た
。

一
読
を

お
す

す

め

し

ま

す
。

一
、
六
〇
〇
円

(
事
務
局

)

昭
和

五
十

四

年

六
月

三
十

日
発

行

〇
六
〇

札
幌
市
中
央
区
北

一
条
西
七
丁
目

広
井
ビ
ル
五
階

発

行

所

灘
燗

北

海

道

自

然

保
護

協

会

電

話

(〇

一
一
)二
六
一-
六
五
八
六
(代
)

(〇

一
一〕
二
五
一i
五
四
穴
五
(直
)

郵
戸便

振

替

口
座

小

樽

四
〇

五
五

北
.海
道
拓
殖
銀
行
本
店
〇
一
七
二
五
九

北

海
道

銀

行

本

店

一
〇

一
四
四
四

発

行

人

石

川

俊

夫

印

刷

札

幌

印

刷

株

式

会

社
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